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2020 年 5 月 7 日 

学生のみなさんへ 

共立女子大学・共立女子短期大学 

学長 川久保 清 

6 月以降のオンライン授業の実施について 

 

新型コロナウイルス感染症に対する政府の緊急事態宣言、東京都の緊急事態措置の発効に基

づき、5 月 6 日まで学内には全面入構禁止にしておりましたが、5 月 7 日以降も感染拡大防止

のため引き続き５月 31 日まで、入構禁止期間を延長いたします。 

なお、本学では、すでにホームページでお知らせしている通り、2020 年度前期全ての授業

をオンライン授業で実施することにいたしました。ただし、学内の施設・設備を使用した作業

が必須要件となる授業（実験・実習・実技などの科目）については、緊急事態宣言が解除され

た後に、時期を見計らい、十分な感染予防対策を施した上で実施することとしますので、本学

からの kyonet やホームページによる連絡にご注意下さい。 

1. オンライン授業の出欠の取扱いについて 

 ①オンデマンド型・同時双方向型、いずれのオンライン授業（※）の場合でも、授業担当者

がみなさんの kyonet による小テスト参加状況や課題提出状況などから授業への参加状況

を確認し、出欠を判断します。 

 ②上記により、オンライン授業を受講（参加）していないと担当教員が判断した場合は、

「欠席扱い」となります。 

 ③学内の施設・設備を使用した作業が必須要件となる授業（実験・実習・実技などの科目）

は、外出自粛の解除後に授業実施、あるいは補講による実施を予定しており、授業の出欠

確認はそこで行われます。 

  

 （※）オンライン授業にはオンデマンド型と同時双方向型があります。オンデマンド型

授業とはリアルタイムの双方向授業ではなく、PDF やパワーポイント、動画とい

った授業資料が授業時にオンライン上(kyonet)アップされ、それに従い学修する

ものです。一方、同時双方向型授業とは、web 会議システムを用いたリアルタイ

ム形式の授業形式です。受講に際しては以下の点を確認・注意してください。 

＜【共立生向け】web 会議システムを用いた授業を受講する際の注意点＞ 

受講時間に制約のないオンデマンド型オンライン授業でも、規則正しい生活の維持

のため、できるだけご自分の『時間割』に従って、受講するようにしてください。 

2. kyonet による受講方法 

 どの授業でも、授業活動の指示や課題の提出などに kyonet を利用しますので、各機能の使

い方を以下のサイトで確認してください。「よくある質問」には、通信量の目安も記載してい

ます。 

＜【共立生向け】kyonet での授業 受講方法＞ 

https://drive.google.com/file/d/1Xf9VmRIMLdzkMd_UnfDMF0giwd-xQd17/view?usp=sharing
https://sites.google.com/kyoritsu-wu.ac.jp/kyonet-howto/home
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なお、オンライン授業では、現時点でシラバスに記載してある授業内容と大幅に変わる可能

性もありますのでご承知おきください。授業について、不明な点はそのままにせず、担当の先

生に、kyonet の授業 Q&A で確認しましょう。 

3. 成績について 

これまで通り、学期末もしくは年度末の成績評価となります。 

４．kyonet によるオンライン授業に向けた準備のお願い 

①オンライン授業の流れ 

オンライン授業は教室で受ける講義とは全く異なり、対面でのやり取りをせずに、講義毎

に毎週、教員の指示のもと、自身で学修を進める方法となります。皆さん自身で学びを管理

することが求められます。オンライン授業では、毎週、時間割に従って授業資料や課題が配

信されますので、教員の指示を kyonet で確認して各自で学修を進めてください。 

なお、kyonet 以外の web 会議システムを用いてリアルタイムで授業が実施される場合が

あります。皆さんの情報端末やインターネット環境により参加できない場合は、授業担当教

員に kyonet の授業 Q&A で申し出てください。 

 

②オンライン授業用の情報端末 

オンライン授業の受講には kyonet のクラスプロファイルにアクセスするための情報端末

が必要になります。差し当たりスマートフォンでも受講は可能ですが、学生の皆さん、そし

てご家族の皆様には、今後のオンライン授業の展開にそなえて、パソコン、あるいはタブレ

ット端末（いずれもカメラ付きが望ましい）を用意して下さるようお願い申し上げます。レ

ポートや論文の作成、プレゼンテーション資料の作成にはやはりパソコンが適しています。

この機会に、是非ご準備いただければと思います。 

 

③インターネット環境整備のお願い 

オンライン授業受講のため、通信容量を気にせずアクセスできるインターネット環境をご

自宅に整えて下さるようお願いします。新型コロナウイルス感染症拡大の収束が見えない状

況ではカフェやファミレス、ファストフード店など街中のフリーWi-Fi スポットは当分使え

ないとお考え下さい。 

 

④学修環境整備のための支援 

4 月 30 日にホームページでお知らせした通り、本学として、自宅でのオンライン授業を

受講する環境の整備を支援する趣旨で、一人当たり 50,000 円を全学生に一律給付いたしま

す。 

6 月以降の授業は、すべての学生の受講環境が備わっていることを前提に授業を行います

ので、6 月までの一ヶ月間で、計画的に準備するようお願いします。オンライン授業を受講

するにあたり、現時点で十分なパケット通信容量が確保されていない場合は、Wi-Fi 機器の

設置やパケット通信契約の見直しを行ってください。また、すでに通信容量を確保している

場合は、受講環境の整備を目的とした情報機器等の更新に使用して下さい。 
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一部の学部で推奨しているパソコンをご紹介いたします。  

＜推奨パソコンはこちら＞ 

５．お問い合わせ 

  本件に関するお問い合わせは kyonet Q&A からお願いいたします。 

以上 

https://www.kyoritsu-wu.ac.jp/kyomu/2020nendo/pcreference.pdf

